
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

令和４年度 自己点検・評価報告書 
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＜教育理念＞ 

 「感動の教育」… 感動は人生を開く。感動が人生を起こし、行動が人生を変える 
 「品格の教育」… 知識・技術・人格・礼節を兼ね備えた、品格ある人間の教育 
 「変革の教育」… 変革（Change）・挑戦（Challenge）・達成（Complete） 
 

＜教育の特色＞ 

生徒が主体的に学べる教育カリキュラムの編成に取り組み、すべての生徒に自分の中にあるか
けがえのない宝物を発見してもらい、それらを発展させる「Precious Treasure 教育」を推進して
いる。 
 

＜教育の目標と重点> 

目標① エンターテインメント業界に要望されるプロフェッショナルの養成 
    ・実技教科の充実（演技系９教科、ダンス系１０教科、音楽系１０教科） 
 
目標② 芸術表現・創造を通じて人間理解を深め人格形成を培う 
    芸術鑑賞及び学校行事の充実 

・芸術鑑賞 東宝「四月は君の嘘」 
劇団四季「バケモノの子」 
宝塚歌劇「HiGH&LOW －THE PREQUEL－」 

「Capricciosa（カプリチョーザ）!!」 
・校外学習 「東京ディズニーシー」 
・文化発表展、三年生を送る会、卒業感謝祭、の実施 
・卒業旅行 「東京ディズニーランド」 

 
目標③ 目指す社会において自立のために必要な技術・技能や専門知識等を獲得し、また、人

格と礼節と共に、基礎的な教養や生活力を身につける。 
    ・現代の国語、国語総合、英語コミュニケーション、英語総合、歴史総合、公民総合 

などの座学教科指導 
 

＜進路指導の充実教育＞ 

・大学進学 41.4％ 
・専門進学 27.6％ 
・芸能活動 31.0％ 

 
 
 



＜教育課程＞ 

・カリキュラムの特色化と適切性 
 エンターテインメント業界で活躍できる人材として技術を磨くとともに、社会人として必要な
基礎力を涵養し、育成を目指している。 

・教育システム全体の工夫と充実 
 生徒の習熟度を測りながら、２年次より選択科目を導入し、柔軟に対応。各種学校行事、外部
講師によるリベラルアーツなどを取り入れ、社会との関わりに触れる機会を提供している。 

 

＜教育環境＞ 

・スポーツクラブ「ルネサンス」と提携し運動の機会を提供 
・芸能プロダクション各社との連携、所属、情報共有 
・臨床心理士によるカウンセリングの実施 
 

<教科指導> 

・指導計画 
 年間のシラバスによる教科計画に従って、問題なく進行した。2 学年、3学年には選択制授業を 
導入した。 

 
・成績評価および授業評価 
 〇成績評価 

座学教科、実技教科共に平常点およびテスト点を総合し、数値化している。 
 

 〇授業評価 
  現場経験豊富な講師陣から、十分な感染防止策をした上で対面式の授業に重きを置いている。 
 

＜生徒の活動＞ 

〇生徒活動の充実 
 生徒会を中心に各部活の部長間での連携をはかり、各行事の企画や進行を行い、文化発表展等
のイベントで尽力した。 

 
〇部活動実績 
 ・各部活・同好会は、文化発表展、卒業感謝祭に出演 
 ・フラダンス部は 8月に行われた「第１０回全国フラガールズ甲子園」に出場 
 
 
 



＜進路指導の充実＞ 

1 年次 担任との二者面談、カリキュラムによる学習の充実 
2 年次 担任との二者面談、進路希望調査の実施 
3 年次 夏に保護者を含めた三者面談の実施 
 
各大学、短期大学、専門学校等の資料を置き、希望する生徒が閲覧できるようにし、十分な進路
指導を行った。 
 

＜安全および危機管理＞ 

・消防設備点検の実施 
・定期健康診断の実施 
 

＜令和５年度（2023 年度）の取り組み＞ 

・都立多摩図書館よりガイダンスを実施してもらい利用率促進 
・クリエイティブワークという全学年共通で行えるカリキュラムを作成 
・リベラルアーツを一般教養とし、３学年のみならず全学年に実施 
・指定校推薦枠の拡充 
 
 

以上 


